
尾原ダムにおける事前放流の実施について 

１．事前放流の目的 

・H30.７月豪雨を踏まえて、国土交通省の全てのダム（ゲート付きダム）では予測

雨量に基づき洪水の発生を予測した場合に、事前に貯水位を低下させ、洪水調節

容量を更に増やすことにより、ダム下流の浸水被害の軽減及び避難時間を稼ぐこ

とが出来るよう、令和元年 7月 4日より事前放流の運用を開始 

  ・但し、利水者の同意が前提であり、企業局も協力する必要があると判断し、令和

元年 7月 3日に同意 

２．事前放流のイメージ 

３．尾原ダムの状況 

【非洪水期】

（11 月 1 日～6 月 10 日）

【洪水期】

（6 月 11 日～10 月 31 日）

洪水調節容量

23,100 千 m3 

利水容量

31,100 千 m3 

洪水調節容量

37,000 千 m3 

利水容量

17,200 千 m3 
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事前放流分（6,000 千㎥）

・利水容量内訳

河川環境の保全分：27,100 千 m3 
水道用水分   ： 4,000 千 m3 

・利水容量内訳

河川環境の保全分：14,800 千 m3
水道用水分   ： 2,400 千 m3

事前放流分（6,000 千㎥）

【非洪水期】

（11 月 1 日～6 月 10 日）

【洪水期】

（6 月 11 日～10 月 31 日）
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